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笠
岡
港
か
ら
高
速
船
で
四
十
五

分
、
真
鍋
島
の

「八
幡
祭
り
保
存

会
」
会
長
井
本
瀧
雄
さ
ん
を
訪
ね

ま
し
た
。

「八
幡
祭
り
」
は
、
旧
暦
八
月

十
四

・
十
五
日
に
近
い
金

・
土

・

国
躍
国
に
行
わ
れ
る
真
鍋
島
の
秋

祭
り
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
八
人
の
若

者
が
担
い
だ
神
輿
三
体
が
競
争
す

る

「走
り
神
輿
」
は
江
戸
時
代
か

ら
伝
わ
る
豊
漁
を
祈
願
す
る
も
の

と
い
わ
れ
て
お
り
、
平
成
十

一
年

に
は
笠
岡
市
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
〇
〇
に
も
あ
る
神
輿
を
担
い

で
走
る

「輿
守
」
の
役
は
、
か
つ

て
み
ん
な
の
憧
れ
で
し
た
が
、
島

の
過
疎
化
の
た
め
担
い
手
が
少
な

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
神
輿
を
先
導
す
る

「警
護
」

の
役
は
、
祭
り
の
三
日
間
、
自
宅

で

「輿
守
」
八
人
の
寝
食
の
世
話

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
負
担
が
大

き
い
こ
と
に
よ
り
引
き
受
け
る
人

が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
島
と
祭
り
を
こ
よ
な

く
愛
す
る
人
た
ち
二
十
名
が

「保

存
会
」
を
作
り
、
◆
で
は

「輿
守
」

は
島
の
出
身
者
以
外
に
も
依
頼

し
、
翌
言
護
」
は
保
存
会
の
メ
ン

バ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

祭
り
の
当

、
助
成
金
で

第
十
四
回
教
育

。
文
化
講
演
会

新
ア
メ
リ
カ
教
育
事
情

恒
例
の
講
演
会
を
、
去
る
二
月

二
十
四
日
岡
山
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

で
、
約
百
五
十
名
が
出
席
し
て
開

催
し
た
。

講
師
は
、
認
知
心
理
学
が
こ
専

門
の
岡
山
大
学
教
育
学
部
助
教
授

青
木
多
寿
子
先
生
。

先
生
は
二
人
の
お
子
様
を
ア
メ

リ
カ
の
小
学
校

へ
通
わ
せ
な
が

ら
、
母
親
と
教
育
関
係
者
と
い
う

二
つ
の
視
点
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
教

育
を
見
て
、　
一
九
八
〇
年
代
以
後

の
教
育
改
革
を
、
体
験
的
な
話
題

を
豊
富
に
織
り
交
ぜ
な
が
ら
わ
か

り
や
す
く
紹
介
さ
れ
た
。
　

（武
）

福
武
教
育
振
興
財
団
と
同
文
化

振
興
財
団
は
十
二
年
度
に
次
の
よ

う
な
冊
子
を
出
版
し
た
。
教
育
関

係
冊
子
は
県
下
の
教
育
委
員
会
や

学
校
へ
、
文
化
関
係
の
冊
子
は
市

町
村
の
文
化
担
当
課
な
ど
へ
送

っ

て
い
る
。

特
に
、
今
回
は
、
前
理
事
長
の

合
同
葬
で
参
列
者
に
渡
す
た
め

に
、
『不
易
流
行
―
谷
回
澄
夫
先

生
を
偲
ぶ
―
』
を
発
刊
し
た
。

囲

固

『年
報
』
（四
月
）

『表
彰

・
助
成
の
記
録
』
（七
月
）

『要
覧
』
（七
月
）

『教
育
研
究
助
成
成
果
報
告
書
』

（十

一
月
）

『海
外
教
育
事
情
調
査
報
告
善
』

（三
月
）

『海
外
教
育
事
情
調
査
十
周
年
記

念
誌
』
Ｃ
一月
）

文
　
化

『年
報
』
（四
月
）

『助
成
の
記
録
』
（六
月
）

『要
雖昌

（六
月
）

『文
化
関
係
助
成
成
果
報
告
書
』

全

月
）

財
団
機
関
誌

『不
易
』

第
六
号

（四
月
）
、
第
七
号

（九

月
）
、
第
八
号

（二
月
）
　

（武
）

教
育
関
係
助
成
等
募
集
四
月
中

鴛
蔦
会
総
会

・
講
演
会
五
月
二
六
日

文
化

・
贈
呈
式
　
工八
月
十
五
日

教
育

・
贈
呈
式
　
七
月
十
四
国

英
語
教
員
研
修
　
七
月
下
旬

昨
年
度
は
、
当
財
団
の
初
代
理

事
長
谷
回
先
生
が
帰
ら
ぬ
人
と
な

り
、
福
武
紹

一
郎
副
理
事
長
が
新

理
事
長
に
就
任
す
る
と
い
う
世
代

交
代
が
あ
っ
た
。

新
し
い
世
紀
は
心
の
時
代
、
文

化
の
時
代
。
文
化
は
地
方
で
創
造

し
、
発
信
す
る
も
の
。
心
の
時
代

は
教
育
の
充
実
か
ら
。
こ
ん
な
気

概
で
展
開
さ
れ
る
平
成
十
三
年
度

教
育

・
文
化
両
財
団
の
事
業
を
紹

介
し
た
い
。
皆
様
の
投
稿
も
大
歓

迎
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
（武
）

境内を駆け抜ける神輿

こ

＋
ふ

作

っ
た
法
被
を
着
て
ス
タ
ッ
フ
や

観
客
の
整
理
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

危
険
が
伴
な
う
だ
け
に
、
け
が
人

が
無
く
終
わ
っ
た
と
き
が

一
番
う

れ
し
い
と
の
こ
と
で
す
。
「来
年

は
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
観

客
が
多
い
ほ
ど
輿
守
た
ち
も
元
気

が
出
る
ん
で
す
」
と
い
う
お
言
葉

に
は
、
伝
統
を
守
り
継
承
し
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
（樫
本
）

アメリカの教育を紹介される青木多寿子先生

平
成
十
二
年
度

出

版

案

内

今
後
の
行
事
ラ
定

編

集

後

記

理
事
長
就
任
の

ご
あ
い
さ
つ

―
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
と

文
化
の
創
造
に
向
け
て
―

（財
）福
武
教
育
振
興
財
団

（財
）
福
武
文
化
振
興
財
団

理
事
長

福

武

紹

一
郎

福
武
教
育
振
興
財
団
お
よ
び
福

武
文
化
振
興
財
団
の
創
設
以
来
の

理
事
長
で
あ
り
ま
し
た
谷
回
澄
夫

先
生
が
、
本
年

一
月
十
五
日
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
故
人
の
理
事
長
在

任
中
、
皆
様
の
こ
理
解
と
こ
協
力

に
よ
り
、
岡
山
県
下
の
教
育
と
文

化
を
振
興
す
る
と
い
う
両
財
団
の

目
的
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
で

き
、
故
人
は
も
と
よ
り
財
団
関
係

者

一
同
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
た
び
、
初
代
理
事
長
の
後

を
受
け
、
私
が
、　
一
月
二
十
九
日

を
も
っ
て
両
財
団
の
理
事
長
に
就

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

も
と
よ
り
微
力
で
は
こ
ざ
い
ま

す
が
、
谷
口
澄
夫
前
理
事
長
の
、

「
不
易
流
行
」

「
本
末
を
正
す
」

「知
行
合

一
」
の
銘
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
を
肝
に
銘
じ
て
、
ま
た
、

岡
山
県
の
教
育
と
文
化
の
発
展
に

無
私
、
無
欲
で
夢
と
情
熱
を
傾
注

さ
れ
た
遺
徳
を
受
け
継
い
で
、
当

財
団
が
今
後

一
層
充
実
発
展
す
る

よ
う
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り

ま
す
。

さ
て
、
就
任
に
当
た
り
、
◆
後

の
財
団
運
営
に
つ
き
ま
し
て
所
信

を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
日

「心
の
豊
か
さ
」
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
第

一

に
は
、
心
豊
か
な
社
会
づ
く
り
に

教
育
や
文
化
を
い
か
に
結
び
つ
け

る
か
、
第
二
に
は
、
地
方
の
時
代

に

一
人
ひ
と
り
の
市
民
が
社
会
参

加
を
し
て
心
の
豊
か
さ
が
感
じ
ら

れ
る
社
会
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
る

か
、
を
真
剣
に
考
え
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
ま
す
。

二
十

一
世
紀
は
、
心
の
充
足
感

を
求
め
て
、
各
地
域
で

一
人
ひ
と

り
の
市
民
が
主
体
的
に
文
化
や
教

育
の
在
り
様
を
活
発
に
模
索
し
、

創
造
し
、
発
信
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
各
地
域

の
教
育
、
文
化
渚
動
が
響
き
あ
っ

て

一
国
の
文
化
や
そ
れ
を
支
え
る

教
育
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。こ

の
よ
う
な
時
代
に
当
財
団

は
、
各
地
固
有
の
風
土
に
伝
承
さ

れ
て
い
る
文
化
や
車
の
根
的
な
現

代
文
化
を
活
性
化
す
る
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
地
域

に
根
付
い
た
教
育
の
創
造
を
支
援

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と

を
中
心
課
題
に
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
倍
旧
の
ご
理
解
と
こ
鞭
撻

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
財
団
の
前
理
事
長
被
谷
回
澄

夫
先
生
の
合
同
葬
が
、
去
る
三
月

十
日
岡
山
武
道
館
で
、
教
育
、
文

化
関
係
者
、
政
財
界
な
ど
約
千
五

百
人
が
参
列
し
て
し
め
や
か
に
と

り
行
わ
れ
た
。

黙
祷
の
後
、
ま
す
、
従
三
位
の

位
記
が
伝
達
さ
れ
、
名
誉
県
民
の

顕
彰
状
が
遺
族
に
手
渡
さ
れ
た
。

続
い
て
、
葬
儀
委
員
長
の
石
井

正
弘
知
事
が

「県
民
が
教
育
を
考

え
る

『教
育
の
日
』
の
制
定
を
検

討
中
で
あ
る
。
◆
後
も
岡
山
県
の

発
展
を
見
守
っ
て
ほ
し
い
。」
と
、

追
悼
の
辞
を
読
み
上
げ
た
。

弔
辞
は
、
小
野
元
之
文
部
科
学

事
務
次
官
、
河
野
伊

一
郎
岡
山
大

学
学
長
、
福
武
紹

一
郎
当
財
団
理

事
長
な
ど
が
述
べ
た
。

福
武
惚

一
郎
理
事
長
は
、
「道

一
筋
　
炎
熱
の
地
平
に
挑
み
行

く
」
と
い
う
、
故
人
の
俳
句
を
読

み
上
げ
、
生
涯
現
役
で
高
邁
な
夢

に
向
か
っ
て
前
進
さ
れ
た
こ
と
を

思
い
起
こ
し
な
が
ら
、
福
武
教

育

・
文
化
両
振
興
財
団
の
初
代
理

事
長
と
し
て
、
県
内
の
教
育
研
究

を
渚
性
化
さ
れ
た
こ
と
、
ア
ジ
ア

と
の
交
流
を
深
め
ら
れ
た
こ
と
、

文
化
面
で
も
顕
彰
事
業
や
助
成
事

業
な
ど
で
業
績
を
あ
げ
ら
れ
た
こ

と
な
ど
に
感
謝
の
言
葉
を
捧
げ
た
。

終
わ
り
に
、
谷
□
先
生
亡
き
後

も
、
福
武
教
育
振
興
財
団
と
同
文

化
振
興
財
団
が
、
県
下
の
教
育
、

文
化
振
興
の
た
め
に
お
役
に
立
て

る
よ
う
、
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を

誓
５

た
。

な
お
、
谷
回
先
生
を
偲
ぶ
た
め

に
、
先
生
の
著
作
等
を
も
と
に
編

集

・
出
版
し
た
本

『不
易
流
行
』

が
参
列
者
に
渡
さ
れ
た
。
　

（武
）

谷口澄夫前理事長の合同葬儀

第9号

平成 13年4月 3日

(貝オ)福武教育振興財団

(財)福武文化振興財団

〒700‐0807

岡山市南方3子 17

TEL 086221‐ 5254

FAX 086232‐3190

hiμ〃wlTヽ vfukutake oijp/

rp刷 (株)シ ンプレス

故
　
谷
口
澄
夫
前
理
事
長

千
五
百
人
別
れ
を
惜
し
む

岡
山
武
道
館
で
合
同
葬
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福
武
文
化
振
興
財
団

文
化
活
動
や
調
査
研
究
の
助
成
顕
大
幅
ア
ツ
プ

平
成
十
三
年
度
　
事
業
計
画

福
武
文
化
振
興
財
団
の
平
成
十

三
年
度
の
主
な
事
業
は
、
別
表
の

と
お
り
で
あ
る
。

定
着
し
て
き
た
文
化
関
係
助
成

は
、
助
成
総
額
を
千
四
百
万
円
か

ら
千
八
百
万
円
に
増
額
。
平
成
十

二
年
度
か
ら
の
表
彰
事
業
は
、
現

在
第
二
回

「福
武
文
化
賞

・
福
武

文
化
奨
励
賞
」
の
受
賞
候
補
者
の

選
定
中
、
贈
呈
式
は
六
月
の
予
定
。

福
武
紹

一
郎
新
理
事
長
の
も

と
、
今
後
も
更
に
岡
山
県
内
の
文

化
振
興
に
努
め
る
。
　

　

（樫
本
）

平成 12年度開催「獅了̂舞・獅子ねリフェステイバル」の一場面

福
武
教
育
振
興
財
団

海
外
は
公
募
制
に
！
助
成
額
上
限
引
き
上
げ
！

平
成
十
三
年
度
　
事
業
計
画

一　

教
育
研
究
助
成

岡
山
県
下
の
保
　
幼
　
小
　
中

高
　
特
殊
及
び
専
門
学
校
の
秋
職
員

並
び
に
教
育
委
員
会
所
轄
の
教
育
研

究
機
関
の
職
員
等
の
個
人
　
団
体
を

対
象
に
、
上
限
二
十
五
万
円
。

一
一　
図
書
助
成

岡
山
県
下
の
学
校
園
へ
、
二
十
五
万

円
を
上
限
に
助
成
。

〓
一　
教
育
研
究
大
会
等
助
成

岡
山
県
下
の
研
究
大
会
等
の
開
催
に

際
し
助
成
す
る
。
助
成
額
は
大
会
に

よ
り
十
万
円
か
ら
三
十
万
円
。

四
　
英
語
教
員
研
修
助
成

小

，
中
　
高
の
英
語
担
当
教
員
に
、

レ
ツ
ス
ン
料
等

一
人
約
五
十
万
円
を

助
成
。

五
　
海
外
教
育
事
情
調
査
団
員

◆
年
度
か
ら
公
立
学
校
及
び
保
育
所

の
教
職
員
は
公
募
と
な
っ
た
。

詳
細
は
学
校
園
や
教
育
委
員
会

へ
配
布
し
て
い
る
募
集
要
頂
、

ま
た
は
、
当
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
参
照
。

決
定
方
法
…
審
査
委
員
会
等
で

厳
正
に
審
査
し
、
理
事
会
で
決

定
。
六
月
下
旬
に
合
否
共
に
文

書
で
通
知
し
ま
す
。
　

（樽
井
）

【新
規
事
業
】

従
来
か
ら
の
福
武
哲
彦
教
育
賞

に
加
え
、
◆
年
度
か
ら
新
た
に
福

武
教
育
奨
励
賞
を
設
け
る
こ
と
と

し
た
。
岡
山
県
の
教
育
の
向
上
に

著
し
い
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
教
育

者
ま
た
は
団
体
を
奨
励
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

【主
な
変
更
点
】

海
外
教
育
事
情
調
査
は
、
こ
れ

ま
で
団
員
は
全
員
、
岡
山
県
教
育

委
員
会
等
か
ら
の
推
薦
制
で
あ
っ

た
が
、
◆
年
度
か
ら
公
立
の
学
校

園
お
よ
び
保
育
所
の
教
職
員
は
公

募
制
に
な
っ
た
。
そ
の
他
の
学
校

園
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
、
関

係
機
関
等
の
推
薦
制
で
あ
る
。
期

間
は
十

一
月
六
日
～
十
三
日
。

ま
た
、
教
育
研
究
助
成
、
図
書

助
成
の
助
成
額
の
上
限
を
引
き
上

げ
、
指
定
研
究
助
成
と
し
て
は
、

情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
新

し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
す
る
研

究
を
す
る
た
め
の
助
成
を
追
加
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
英
語
教
員
研

修
助
成
は

一
部
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス

ン
を
加
え
る
な
ど
し
て
さ
ら
に
充

実
す
る
。　
　
　
　
　
　
（樽
井
）

子
舞

」

日
ｎ
「

ねりつエ テ イ

I 助成関係事業
1 文化関係助成
2 指定文化財の保全費用の助成
3 文化発表会助成
4 特定文化事業助成

Ⅱ 表彰事業
1 福武文化賞
2 福武文化奨励賞

Ⅲ 伝統文化振興事業
1 備前焼振興策策定事業の支援
2 吉備楽の復興、普及の支援
3 伝統工芸技術の保全、振興の支援

V その他
1 調査研究事業
(文化団体資料の収集等 )

2 広報・啓発事業
(教育 。文化講演会、

文化関係助成成果報告会等 )

3 財団の活動状況の発刊
(年報、表彰・助成の記録等 )

研
究
助
成
等
の
募
集

（四
月
中
）

1 表彰関係事業
(1)福武哲彦教育賞

(2)福武教育奨励賞 (新規)

2 助成関係事業
(1)教育研究助成 (公募)

(2)図書助成 (公募)

(3)教育F汗究大会等助成 (公募)

僻)英語教員研修助成 (公募)

(5)指定研究助成 (一部新規)

(6)特定教育助成

3 調査つ「究事業
(1)海外教育事情調査 (一部公募)

(2)県 内教育事情調査

4 広報 ・啓発事業
(1)教育 文化講演会 (公開)
(2)研究会 シンポジウム (公開)
(3)教育研究助成成果報告会 (公開)

(4)海外教育事情調査報告会 (公開)

(5)ホ ームページ (公開)

5 ~∫耐l査 ・報告書等の発刊

タイ・チュラロンコン大学教育学部玄関で記念撮影
前列右から二人日、説明してくださったコビン先生。

第
１１
回

海
外
教
育
事
情
調
査

（タ
イ

‘
マ
レ
ー
シ
ア
）

第
＝
回
海
外
教
育
事
情
調
査
は

幼

・
小

・
中

・
高

・
専
門
学
校
の

先
生
な
ど
∇
名
の
団
員
に
よ
り
、

平
成
１２
年
――
月
７
国
～
１４
国
の
日

程
で
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
、
マ
レ
ー

シ
ア
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
を
対

象
に
実
施
さ
れ
、
調
査
報
告
書
が

三
月
三
十
日
に
発
刊
さ
れ
た
。

バ
ン
コ
ク
で
は
文
部
省
な
ど
を

訪
間
し
て
タ
イ
の
秋
育
制
度
全
般

に
わ
た
り
詳
し
い
説
明
を
受
け
た

後
、
王
宮
内
の
チ
ッ
ト
ラ
ダ
ー
校

（日
本
で
言
え
ば
皇
居
の
敷
地
内

に
学
習
院
が
あ
る
よ
う
な
も
の
）
、

技
術
専
門
学
校
、
日
本
人
学
校
、

チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学

（日
本
で

言
え
ば
東
京
大
学
）
を
訪
間
し
た
。

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
は
、
丁

度
学
校
が
長
期
休
暇
に
入
っ
た
ば

か
り
で
学
校
訪
間
は
で
き
な
か
っ

た
が
、
そ
の
代
わ
り
文
部
省
が
二
時

間
の
講
義
を
用
意
し
て
く
だ
さ
っ

た
。タ
イ
も
マ
レ
ー
シ
ア
も
東
南
ア

ジ
ア
の
優
等
生
と
し
て
経
済
的
に

も
目
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
て
き

た
。
９０
年
代
後
半
通
貨
危
機
の
た

め
そ
の
勢
い
は
停
滞
し
て
い
る

が
、
両
国
と
も
将
来
の
国
を
託
す

人
材
育
成
の
た
め
の
教
育
は
最
も

重
要
だ
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
現
在
教
育
改
革
を
実
施
中

で
あ
る
。
タ
イ
で
は
二
千
二
年
に

改
革
が
施
行
さ
れ
、
義
務
教
育
が

六
年
か
ら
九
年
に
延
長
さ
れ
、
十

二
年
ま
で
は
無
償
と
な
る
。
マ
レ
ー

シ
ア
で
も
二
千
二
十
年
ま
で
に
先

進
国
の
仲
間
入
り
す
る
こ
と
を
目

標
に
、
特
に
Ｉ
Ｔ
先
進
国
を
目
指

し
て
教
育
で
も
Ｉ
Ｔ
教
育
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

タ
イ
は
国
民
の
関
％
が
仏
教
徒

で
あ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
国
民
の

半
数
以
上
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ

る
。
宗
教
が
国
民
生
渚
に
も
教
育

平
成
十

一
年
度
に
福
武
文
化
振

興
財
団
の
文
化
関
係
助
成
を
受
け

た
個
人

・
団
体
の
成
果
報
告
会
が

一
月
三
十
日
行
わ
れ
た
。

ボ
ラ
ン
ア
ィ
ア
人
形
劇
サ
ー
ク

ル
風
の
子
に
よ
る

「ブ
ラ
ッ
ク
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
」
の
実
演
を
は
じ
め
六

団
体
が
成
果
を
報
告
し
た
。
展
示

の
部
で
は
発
刊
し
た
冊
子
や
写
真

な
ど
が
出
展
さ
れ
た
。

こ
の
日
、
助
成
を
受
け
た
五
十

件
の
報
告
を
ま
と
め
た

『文
化
関

係
助
成
成
果
報
告
書
』
を
参
加
者

に
配
布
し
た
。
　
　
　
　
（樫
本
）

歯
阻

顧
ｐ

福
武
教
育
振
興
財
団

先
進
的
な
研
究
が
発
表
さ
れ
た

成
果
報
告
会

昨
年
度
福
武
教
育
振
興
財
団
か

ら
教
育
研
究
助
成
を
受
け
て
研
究

し
た
成
果
を
報
告
す
る
会
が
、
十

一
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
。

小
中
高
等
学
校
な
ど
四
十
件
の
研

究
の
中
か
ら
七
件
が
報
告
さ
れ
た
。

倉
敷
市
立
旭
丘
小
学
校
の
今
井

健

一
教
諭
に
よ
る
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ

の
教
材
制
作
、
岡
山
大
学
教
育
学

部
附
属
中
学
校
の
平
野
圭

一
教
諭

の
高
性
能
電
卓
を
導
入
し
た
数
学

の
授
業
、
岡
山
県
立
水
島
工
業
高

等
学
校
の
文
谷
元
信
教
諭
に
よ
る

「
リ
サ
イ
ク
ル
オ
イ
ル
小
型
移
動

プ
ラ
ン
ト
の
製
作
研
究
」
な
ど
の

報
告
が
あ
っ
た
。

発
表
の
後
、
本
研
究
助
成
の
審

査
委
員
長
で
あ
る
岡
山
大
学
教
育

学
部
教
授
高
旗
正
人
先
生
か
ら
請

評
が
あ
り
、
児
童
生
徒
の
ノ
ー
ト

の
大
切
さ
や
、
発
表
に
映
像
を
過

度
に
使
用
す
る
問
題
点
の
指
摘
な

ど
が
あ

っ
た
。
懇
親
会
で
は
、
和

や
か
な
雰
囲
気
で
、
研
究
上
の
情

報
交
換
を
し
た
。
　
　

　

谷樽
井
）

に
も
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

て
、
学
校
で
も
宗
教
教
育
が
行
わ

れ
て
い
る
。

宗
教
教
育
の
外
に
も
道
徳
教

育
、
環
境
教
育
、
国
際
理
解
教
育

の
分
野
が
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
比
重

を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ン
コ

ク
の
訪
間
校
で
は
、
毎
朝
の
朝
礼

で
、
国
と
仏
教
と
国
王
へ
の
忠
誠

を
誓
う
儀
式
が
行
わ
れ
、
国
旗
が

掲
揚
さ
れ
る
と
聞
い
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
マ
レ
ー
系
の

学
校
の
用
語
は
マ
レ
ー
語
だ
が
、

中
国
系
、
イ
ン
ド
系
の
学
校
で
は

そ
れ
ぞ
れ
の
母
国
語
が
使
わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
い
す
れ
の

学
校
で
も
マ
レ
ー
語
は
必
修
で
あ

り
、
ま
た
、
す
べ
て
の
小
学
校
で

英
語
が
必
修
に
な
っ
て
い
る
。
か

く
て
多
民
族
か
ら
成
る
国
民
は
、

子
ど
も
の
と
き
か
ら
二
つ
以
上
の

言
葉
を
理
解
し
使
え
る
よ
う
に
訓

練
さ
れ
て
け
る
の
で
あ
る
。

経
済
的
発
展
の
著
し
い
反
面
、

省
⌒富
の
差
の
大
き
い
両
国
で
は
あ

る
が
、
将
来
の
国
の
発
展
の
た
め

教
育
に
重
点
を
置
い
て
、
改
革
を

着
実
に
実
行
に
移
し
て
い
る
様
子

が
強
く
印
象
に
残

っ
た
今
回
の
調

査
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
（須
智
０

湘野亀o台枠

展示による文化活動の発表
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ヽ

キ

櫂
蕊
箕
絶
繰
襲
勧
鬱
一

多
種
多
様
な
活
動
が

発
表
さ
れ
た
成
果
報
告
会
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